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主なご意見 対応状況 

○基本理念と基本方針、施策の関係が分かりに

くいので図を用いるなどして、読み手に分か

り易すく表現する工夫が必要ではないか。 

○読み手に分かり易くなるよう、各基本方針の

狙いや施策体系図を記載しました。今後も読

み手に分かり易くなるように、表現の工夫を

検討していきます。 

 

 

〇基本理念は、「自立」がキーワードになってお

り、「自立」が大事なのは分かるが、ヤングケ

アラーなど、簡単に自立できない状況の方も

いる。第２期計画では共に生きる力を掲げて

いるので、別な表現を考えるのはどうか。「自

立」を使うのであれば、学びのセーフティー

ネットの充実が必要。「自立」とあわせて、公

正とか平等についても記載が必要だと思う。 

 

〇「自立」という表現については、社会的に子

どもたちを含めて育てるという部分から掲

げていきたいと考えていますが、ご意見を踏

まえ、自立面だけでなく、セーフティーネッ

トの充実や、連携・協働して地域課題等の解

決に取組んでいく必要性について、記載しま

した。関連する施策は基本方針Ⅰ「学びのセ

ーフティネットの充実」に記載しました。 

〇「自立して生きていく力を育む」ことを掲げ

ることには賛成します。しかしながら、自立

できずに苦しんでいる人たちもいます。その

人たちに対する支援に触れることも大事だと

思います。また、自立を掲げる際には、協働し

て課題等の解決にあたる重要性を掲げる必要

があると思う。 

 

〇第 2 章の社会環境の変化の感染症拡大のとこ

ろで、「他者の感情や情緒を汲み取る力がより

大切」と記載しているが、対面での交流が減

少した際に、必要な力はそれだけではないし、

感情や情緒を汲み取れれば、非対面でのコミ

ュニケーションが上手くいくわけではない。

少し絞りすぎていて、誤解を招きかねない。

他者の感情等を汲み取る非認知的な側面以外

にも、論理的に発言するといった理性的なや

り取りも必要である。理解するかつ自分が発

信する感情などをきちんと伝える、変化に対

応できる力などの表現でもよいかと思う。 

 

 

 

〇ご意見を踏まえ、「対面での交流機会が減少

する中でも、多様な他者とともに問題の発見

や解決に取組む力がより大切」と修正しまし

た。 

資料２ 
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主なご意見 対応状況 

○学校教育に関する方針・施策の多さに違和感

がある。教育行政の中心がそこにあるという

ことなのでしょうが、バランスに欠けている

ように感じる。同様に、学校教育が中心にな

っていることから、方針が学校教育から始ま

っているのだと思う。例えば、基本方針Ⅴが

はじめにきてもおかしくないと思います。学

校・地域・家庭の連携や協働にかかわる方針

や施策、例えば「地域とともに歩む学校づく

り」「学校を核とした地域づくり」があって、

学校教育、社会教育の方針や施策が出てくる

という作り方もあろうかと思う。 

 

○社会教育に関する方針Ⅳについては、学びや

還元の場の充実のみならず、ライフステージ

に応じて、主体的に考え、行動してもらえる

ような取組みが重要であることから、「生涯

にわたり誰もが主体的に自分らしく学べる

機会の確保」と修正しております。また、基

本方針Ⅴについては、学校、家庭、地域等の

多様な主体が連携し地域づくりを目指して

いくことが重要であると考え「学びでつなが

り、愛着と絆を育む地域づくり」と修正しま

した。 

〇社会環境の変化の最初にＳＤＧｓが出ている

が、それに対応する取組が少ない。最初に書

くということは、課題認識があるということ

だと思うので、具体の取組を考えて行く必要

があるのではないか。 

 

〇ＳＤＧｓに関しては、地球規模の課題を身近

なものとして捉えていく教育を更に推進す

ることが重要だと考え、施策Ⅰ－２「ＳＤＧ

ｓ教育の推進」に記載しました。また、社会

教育での取組例などを施策Ⅳ－１に記載し

ました。 

 

〇with コロナ・アフターコロナにおいて，子ど

もの貧困率が再び上昇する可能性はあるの

か？など、エビデンスからの課題対策ではな

く，現状からの課題の予測と対策も視野に入

れることが必要ではないか。 

 

○コロナの影響などを含め、これから先の状況

をできるだけ想定し踏まえたうえで、施策展

開を考えてまいります。 

〇施策Ⅲ－１は 35 人以下学級の実施としか書

いていないのですが、いじめの件数の７割か

ら８割近くは小学校で起きているというこ

と、それから、中学校でのいじめは小学校に

起因していることが多いと言われております

ので、そういった意味では、やはり、小学校で

の 35 人以下学級の実現も進めていく必要が

あるのではないか。 

 

 

 

〇35 人以下学級については施策Ⅲ－４に掲載

場所を変更するとともに、新型コロナ感染症

対策としての効果も期待されます。国では、

令和３年度概算要求において少人数による

きめ細かな指導体制の計画的な整備が事項

要求されておりますので、小学校における在

り方の検討を進めていく旨を記載しました。 
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主なご意見 対応状況 

○学校の役割、行政の役割だけでなく、地域や

家庭の役割についても、記載する必要がある

のではないか。 

 

〇第５章２「基本方針を進めるための各主体の

役割」の中で、教育施策は社会全体で取り組

んでいくこと、各主体に求められる役割につ

いて記載しました。 

〇学校教育が大切なのは分かるが、教員に与え

る役割が非常に多く書かれてしまうのではな

いのかという懸念をしている。子供を育てる

という視点は大切だが、それだけではなくて、

市民全体が育っていく、お互いに学び合って

いくという視点が足りないのではないか。 

 

○第２期振興基本計画にあった仙台カラーに関

する記述がない。必ずしも継承する必要はな

いが、継続性の観点から、どう整理したのか

は示した方がいいのではないか。 

○仙台カラーで掲げていた、命と心を守り育む

視点や、震災の教訓を活かした防災教育、地

域とともに歩む学校づくりといった、本市の

特色については、第３章の中で記載し総括し

ております。仙台カラーの各重点施策につい

ては、各教育施策において継承していきたい

と考えております。 

 

 

 

 


